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ロボットが多用な環境に対して柔軟な動作を自動生成する技術として、深層ニュ

ーラルネットワークを用いた深層生成モデルが提案されている。本研究では、人

の動きで教示するダイレクトトレーニングデータとユーザとのインタラクション

から得られる特徴動作などを連携し、連想モデルによって学習する動作データベ

ースを構築する。ネットワークカメラからの視覚情報と聴覚情報、角度センサか

らの関節角度情報、そしてユーザが発話する言語指示情報から連想モデルによっ

て連想情報を生成し、深層生成モデルを定義し、深層生成モデルの構築について

研究した。そして、この深層生成モデルから関節角度と角速度をロボットの動作

命令を生成し、ロボットを制御するアルゴリズムの開発に取り込み、感情投影を 

誘発するロボット動作を用いたコミュニケーションシステム ARM-COMS への

適応について検討した。動作確認のためのロボットシステムARM-COMSを構築し

た後、深層生成モデルを定義・実装し、AI処理の導入についても検討し、検証シ

ステムでの動作確認を行い、ARM-COMSを用いたコミュニケーションシステムの可

能性を探ることができた。 
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